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【
全
体
事
項
】

①
原
則
と
し
て
、
全
て
原
文
の
ま
ま
と
す
る
が
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
句
読
点
と
改
行
に
つ
い
て
部
分
的
修
正
を
施
し
た
ほ
か
、

以
下
の
よ
う
な
技
術
的
な
補
正
を
し
た
。

引
用
し
て
い
る
漢
文
史
料
は
、
す
べ
て
中
華
書
局
お
よ
び
上
海
古
籍
出
版
社
刊
行
の
標
点
本
に
従
い
校
訂
を
施
し
た
。
す
な
わ
ち
、
『
遼

史
』
、
『
金
史
』
、
『
玉
代
史
記
』
（
H

『
新
五
代
史
』
）
は
中
華
書
局
本
、
『
契
丹
国
志
』
は
上
海
古
籍
出
版
社
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。

本
文
・
引
用
史
料
と
も
に
、
漢
字
の
旧
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
字
体
に
改
め
た
。

お
く
り
が
な
等
の
表
記
に
関
し
て
、
原
文
で
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
が
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
対
応
し
た
。

漢
数
字
に
よ
る
表
記
は
、
十
・
百
な
ど
を
用
い
な
い
漢
数
字
の
み
に
よ
る
羅
列
方
式
の
表
記
で
統
一
し
た
。

加
藤
修
弘
卒
業
論
文
の
審
査
に
あ
た
ら
れ
た
東
京
大
学
東
洋
史
学
科
の
教
授
障
の
手
に
な
る
と
思
し
き
筆
跡
の
異
な
る
書
き
込
み
が

あ
ち
こ
ち
に
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
主
な
も
の
は
こ
の
補
注
の
｛
個
別
事
項
】
の
中
で
内
容
を
記
し
た
。
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② ⑥ ⑤ ④ ③  
【
個
別
事
項
】

（
一
）
「
征
服
王
朝
」
と
い
う
用
語
は
、
内
〉
・
巧
吉
p
m
oて
忠
呂

n
E
2
5ロ
加
（
病
家
昇
）

h
t
s
q
矢
内
主
翼
足

h
R
R
y
h
K
G
へ
ぎ
と
む
と
（
冨
正
号
室
忌
一
足
。

〉

B
O
E
C
S
E口。由。
H
U
F
F
g
－
∞
。
巳

oq
－
玄
沼
）
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
日
本
の
学
界
で
も
そ
れ
を
使
っ
た
概
説
・
研
究
書
が
公
刊
さ
れ
る
状
況
が

補
注
（
武
田
・
毛
利
・
森
部
・
藤
原
・
山
根
・
武
内
）



東
洋
史
論
集
四

O

し
ば
ら
く
の
間
続
い
た
。
そ
れ
ら
の
例
と
し
て
は
、
藤
枝
晃
『
征
服
王
朝
』
秋
田
屋
一
九
四
八
、
田
村
実
造
『
中
国
征
服
王
朝
の
研
究
』
上
・
中
・

下
東
洋
史
研
究
会
一
九
六
四
・
一
九
七
了
一
九
八
五
、
村
上
正
二
「
征
服
王
朝
」
『
世
界
の
歴
史
』
六
筑
摩
書
房
一
九
六
二
、
愛
宕
松
男
『
ア
ジ

ア
の
征
服
王
朝
』
河
出
書
房
新
社
一
九
六
九
、
竺
沙
雅
章
『
征
服
王
朝
の
時
代
』
講
談
社
現
代
新
書
一
九
七
七
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
近
年
で
は
同
じ
シ
ラ
ム
レ
ン
河
（
西
遼
河
）
流
域
を
根
拠
地
と
し
て
、
中
華
の
一
部
を
領
有
す
る
帝
国
を
建
設
す
る
に
至
っ
た
鮮
卑
と
契
丹

を
比
較
検
討
す
る
視
点
を
提
起
す
る
研
究
が
あ
る
。
川
本
芳
昭
『
中
国
史
の
な
か
の
諸
民
族
』
山
川
出
版
社
二

O
O
四
を
参
照
。
さ
ら
に
、
「
征
服

王
朝
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
型
国
家
」
と
し
て
再
認
識
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
研
究
が
あ
る
。
詳
細
は
森
安
孝
夫
『
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
国
』
〔
興
亡
の
世
界
史
何
巻
〕
講
談
社
二

O
O七

M
l
回
頁
お
よ
び
如

1
m
頁
を
参
照
。

本
論
考
が
提
出
さ
れ
た
後
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
の
聞
の
契
丹
・
遼
史
研
究
に
関
す
る
主
要
な
研
究
の
成
果
や
動
向
・
文
献
目
録
な
ど
に
つ
い
て
は
、

森
安
孝
夫
「
遼
・
西
夏
」
『
中
国
史
研
究
入
門
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
二

O
O
六
、
飯
山
知
保
「
遼
金
史
研
究
に
つ
い
て
」
『
日
本
宋
史
研
究
の
現
状

と
課
題
』
汲
古
書
院
二

O
一
O
、
遠
藤
和
男
編
『
契
丹
（
遼
）
史
研
究
文
献
目
録
（
一
八
九
二
年
一
九
九
九
年
）
』
自
費
出
版
二

0
0
0
を
参
照
。

な
お
、
本
論
考
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
契
丹
・
遼
史
研
究
に
お
け
る
考
古
学
的
知
見
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
特
に
一
九
八

0
年
代
以
降

で
は
中
国
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
国
の
調
査
機
関
に
よ
る
考
古
学
的
成
果
が
多
く
公
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
二

0
0
0年
以
降
で
は
邦
人
に
よ
る
現
地
調

査
成
果
や
考
古
学
的
研
究
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
内
蒙
古
自
治
区
や
遼
寧
省
に
関
す
る
主
要
な
報
告
書
と
し
て
は
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
編

『
遼
文
化
・
慶
陵
一
帯
調
査
報
告
書
二

O
O
五
』
二

O
O
玉
、
同
『
同
二

O
一
一
』
二

O
一
一
、
同
『
遼
文
化
・
遼
寧
省
調
査
報
告
書
二

O
O
六』

二
O
O
六
、
武
田
和
哉
・
高
橋
学
市
・
津
本
光
弘
・
藤
原
崇
人
『
草
原
の
王
朝
・
契
丹
国
（
遼
朝
）
の
遺
跡
と
文
物
』
勉
誠
出
版
二

O
O
六
、
町
田

吉
隆
・
高
橋
学
而
・
藤
原
崇
人
・
重
森
博
『
契
丹
陶
磁
』
朋
友
書
店
二

O
O
八
、
ま
た
研
究
論
文
と
し
て
は
、
弓
場
紀
知
「
遼
上
京
林
東
窯
祉
の
再

検
討
一
九
四
四
年
の
小
山
富
士
夫
の
調
査
」
『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
六
二

0
0
0、
武
田
和
哉
「
契
丹
国
（
遼
朝
）
の
宮
都
に
関
す
る
基
礎
的

考
察
」
『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
一
二
二

O
O
六
、
東
潮
「
遼
代
壁
画
資
料
」
『
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
人
聞
社
会
文
化
研
究
』
一
四
二

O
O七、

高
橋
学
而
「
遼
祖
州
故
城
城
外
の
遺
跡
外
城
正
門
外
の
橋
祉
に
つ
い
て
」
『
遼
金
西
夏
研
究
の
現
在
』
三
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言

語
文
化
研
究
所
二

O
一
O
、
町
田
吉
隆
ほ
か
「
契
丹
国
（
遼
朝
）
の
窯
業
遺
跡
に
つ
い
て
」
『
遼
金
西
夏
研
究
の
現
在
』
三
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ

-86-



四

ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
二

O
一
O
な
ど
が
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
後
掲
補
注
（
七
）
を
参
照
。

『
遼
史
』
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
考
に
先
行
し
て
愛
宕
松
男
「
遼
金
宋
三
史
の
編
纂
と
北
族
王
朝
の
立
場
」
『
文
化
』
一
五
ー
四

五
一
（
の
ち
『
愛
宕
松
男
東
洋
史
学
論
集
』
四
コ
二
書
房
一
九
八
八
に
再
録
）
が
あ
り
、
近
年
で
は
古
松
崇
志
「
惰
端
「
静
遼
宋
金
正
統
」
を
め

ぐ
っ
て
｜
元
代
に
お
け
る
『
遼
史
』
『
金
史
』
『
宋
史
』
一
二
史
編
纂
の
過
程
」
『
東
方
学
報
』
七
五
二

O
O
三
、
杉
山
正
明
『
疾
駆
す
る
草
原
の
征
服

者
遼
西
夏
金
元
』
講
談
社
二

O
O
五
に
お
い
て
新
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本
論
考
が
提
出
さ
れ
た
時
点
で
は
、
た
し
か
に
筆
者
の
指
摘
の
通
り
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八

O
年
以
降
に
中
国
国
内
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
調
査
の

進
展
等
に
よ
り
、
契
丹
・
遼
の
陵
墓
・
遺
跡
等
よ
り
出
土
し
た
数
多
く
の
墓
誌
や
石
刻
資
料
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
『
遼
史
』
な
ど
の
史
料 九

玉

を
補
う
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
南
北
二
重
（
二
元
）
官
制
」
に
関
し
て
は
、
本
論
考
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
津
田
左
右
吉
の
論
考
の
ほ
か
、
若
城
久
治
郎
「
遼
の
枢
密

使
に
就
い
て
」
『
満
蒙
史
論
叢
』
二
一
九
三
九
が
あ
り
、
近
年
で
は
、
武
田
和
哉
「
契
丹
国
（
遼
朝
）
の
北
・
南
枢
密
使
制
度
と
南
北
二
重
官
制
に

つ
い
て
」
『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
四
二

O
O
一
、
同
「
契
丹
国
（
遼
朝
）
の
宰
相
制
度
と
南
北
二
元
官
制
」
『
「
宋
代
中
国
」
の
相
対
化
』
〔
宋
代
史
研

究
会
報
告
書
九
〕
汲
古
書
院
二

O
O九
が
あ
る
。

-87-
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こ
れ
ま
で
の
契
丹
・
遼
に
関
す
る
歴
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
本
論
考
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
「
北
族
王
朝
」
・
「
胡
族
国
家
」

な
ど
と
捉
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
中
華
王
朝
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
二
者
択
一
的
な
議
論
に
の
み
終
始
し
、
結
果
的
に
は
何
ら

か
の
定
見
に
至
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

近
年
の
モ
ン
ゴ
ル
国
内
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
に
よ
り
、
契
丹
・
遼
時
代
の
い
わ
ゆ
る
「
回
鶴
路
」
方
面
に
あ
た
る
地
域
の
遺
跡
に
関
す
る
具
体

的
様
相
が
把
握
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
白
石
典
之
『
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
考
古
学
』
同
成
社
二

O
O
一
、
同
「
九
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
高

原
」
『
東
洋
学
報
』
八
一
丁
四
二

O
O
一
、
臼
杵
勲
・
加
藤
晋
平
「
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
中
世
都
市
遺
跡
の
保
護
」
『
札
幌
学
院
大
学
人
文
学
会
紀
要
』

八
二
二

O
O七
、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
考
古
学
研
究
所
編
、
臼
杵
勲
・
A
．
エ
ン
フ
ト
ワ
ル
著
『
チ
ン
ト
ル
ゴ
イ
城
祉
の
研
究
一
二

O
O六

i
二
O
O八
年
度
モ
ン
ゴ
ル
日
本
共
同
調
査
の
成
果
』
札
幌
学
院
大
学
総
合
研
究
所
二

O
O九
な
ど
。

七

補
注
（
武
田
・
毛
利
・
森
部
・
藤
原
・
山
根
・
武
内



東
洋
史
論
集
四

O

い
わ
ゆ
る
壇
淵
の
盟
約
以
降
、
契
丹
・
遼
と
北
宋
と
の
聞
に
は
安
定
し
た
外
交
関
係
が
構
築
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
近
年
い
く
つ
か

の
研
究
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
毛
利
英
介
「
一

O
七
四
か
ら
七
六
年
に
お
け
る
キ
タ
イ
（
遼
）
・
宋
聞
の
地
界
交
渉
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史

研
究
』
六
二
四
二

O
O
四
、
同
「
檀
淵
の
盟
の
歴
史
的
背
景
」
『
史
林
』
八
九
ー
三
二

O
O
六
、
同
「
一

O
九
九
年
に
お
け
る
宋
夏
元
符
和
議
と
遼

宋
事
前
交
渉
」
『
東
方
学
報
』
八
二
二

O
O
八
、
古
松
崇
士
山
「
契
丹
・
宋
間
の
誼
淵
体
制
に
お
け
る
国
境
」
『
史
林
』
九

O
i
一
二

O
O
七
、
同
「
契

丹
・
宋
聞
に
お
け
る
外
交
文
書
と
し
て
の
牒
」
『
東
方
学
報
』
八
五
二

O
一
O
な
ど
。

（
九
）
契
丹
・
遼
に
お
け
る
漢
人
登
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
松
田
光
次
「
遼
朝
科
挙
制
度
孜
」
『
龍
谷
史
壇
』
七
七
一
九
七
九
が
あ
り
、
ま
た
武
官
に
関
す

る
も
の
と
し
て
、
高
井
康
典
行
「
遼
の
武
臣
の
昇
選
」
『
史
滴
』
二
四
二

O
O
二
が
あ
る
。

（一

O
）
斡
魯
菜
に
関
す
る
研
究
は
、
本
論
考
以
前
に
は
前
掲
補
注
（
二
の
田
村
実
造
著
書
一
九
六
四
が
あ
り
、
本
論
考
の
あ
と
に
は
高
井
康
典
行
「
遼

の
斡
魯
菜
の
存
在
形
態
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
四
一
九
九
九
、
同
「
オ
ル
ド
（
斡
魯
染
）
と
藩
鎮
」
『
東
洋
史
研
究
』
六
一
l

二

二

O
O
二

が

あ
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
オ
ル
ド
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
宇
野
伸
浩
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
オ
ル
ド
」
『
東
方
学
』
七
六
一
九
八
八
、
ま
た

明
代
以
降
の
モ
ン
ゴ
ル
の
オ
ル
ド
に
関
し
て
は
、
青
木
富
太
郎
「
明
代
内
蒙
古
の
オ
ル
ド
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
三

O

一
一
九
七
一
が
あ
る
。

（
一
一
）
筆
者
原
稿
の
当
該
部
分
の
欄
外
に
は
「
良
自
身
は
著
帳
郎
君
た
り
し
に
あ
ら
ず
、
そ
の
先
祖
が
著
帳
郎
君
た
り
し
な
り
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

（
二
一
）
筆
者
原
稿
の
当
該
部
分
の
欄
外
に
は
「
契
丹
人
に
つ
い
て
は
こ
れ
が
異
人
に
対
す
る
ほ
ど
の
効
果
は
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

（
↓
後
出
）
。
す
な
わ
ち
そ
れ
が
契
丹
人
の
有
力
家
系
に
対
す
る
妥
協
の
産
物
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

（
一
二
一
）
こ
こ
で
は
「
護
衛
車
駕
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
原
文
の
文
脈
か
ら
み
れ
ば
「
護
衛
」
で
い
っ
た
ん
文
が
途
切
れ
、
「
車
駕
」
は
そ
の
後
の
文

に
係
る
語
句
と
し
て
解
釈
す
る
の
が
妥
当
と
み
ら
れ
る
。

（
一
四
）
御
帳
官
と
著
帳
官
と
の
関
係
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
本
論
考
よ
り
先
に
島
田
正
郎
「
遼
朝
御
帳
官
孜
」
『
法
律
論
叢
』
三
八
ー
一
（
の
ち
『
遼

朝
官
制
の
研
究
』
創
文
社
一
九
七
八
に
再
録
）
が
存
在
し
て
お
り
、
本
論
考
の
指
摘
と
結
果
と
し
て
類
似
し
た
指
摘
が
、
こ
の
島
田
論
文
中
に
お
い

て
い
く
つ
か
あ
る
が
、
本
論
考
に
お
い
て
独
自
に
指
摘
さ
れ
た
点
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
詳
細
は
後
段
の
「
解
題
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
五
）
本
論
考
原
文
で
は
こ
の
部
分
の
表
記
を
「
戊
成
」
と
す
る
が
、
殿
版
『
遼
史
』
で
は
「
民
成
」
と
な
し
、
ま
た
百
禍
本
『
遼
史
』
で
は
「
戊
成
」

人
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と
な
し
、
さ
ら
に
中
華
書
局
本
『
遼
史
』
で
は
「
民
成
」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
っ
た
。
い
ず
れ
を
採
用
す
る
か
に
よ
り
、
解
釈
が
異
な
る
こ

と
に
な
る
箇
所
で
あ
る
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。

（
一
六
）
筆
者
原
稿
の
当
該
部
分
の
欄
外
に
は
「
こ
の
史
料
は
む
し
ろ
、
著
帳
官
に
つ
く
も
の
が
半
奴
牌
的
身
分
で
は
な
く
、
族
帳
の
人
戸
よ
り
出
た
こ
と

を
一
不
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
る
べ
き
だ
。
そ
し
て
そ
の
后
（
後
）
そ
れ
が
興
宗
代
に
な
っ
て
本
来
の
意
味
を
は
な
れ
て
き
た
証
拠
と
も
な
る
。
」
と
の

書
き
込
み
が
あ
る
。

著
帳
官
に
関
す
る
研
究
は
、
本
論
考
以
降
で
は
特
に
顕
著
な
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
今
後
の
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

当
該
部
分
の
資
料
を
も
う
少
し
広
く
引
用
す
る
と
、

玄
祖
伯
子
麻
魯
無
後
，
次
子
巌
木
之
後
日
孟
父
房
、
叔
子
釈
魯
日
仲
父
房
、
季
子
為
徳
祖
、
徳
祖
之
元
子
是
為
太
祖
天
皇
帝
、
謂
之
横
帳
、
次

回
刺
朝
、
日
劇
刺
、
日
制
周
列
、
日
到
端
、
日
閥
、
皆
目
季
父
房
。
比
一
帳
三
房
、
謂
之
四
帳
閏
闘
川
口
同
附
凶
川
凶
凶
岡
口
同
四
帳
治
之
以

大
内
傷
隠
、
皆
統
於
大
傷
隠
司
。

と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
史
料
（
四
角
囲
み
の
部
分
）
は
、
文
脈
的
に
は
「
皇
族
」
が
下
の
語
句
に
は
係
っ
て
こ
な
い
と
解
釈
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
く
だ
り
の
行
論
は
誤
っ
た
史
料
解
釈
に
依
拠
し
て
い
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
一
九
）
こ
の
島
田
正
郎
に
よ
る
推
論
は
、
明
確
な
史
料
に
基
づ
く
指
摘
で
は
な
い
の
で
定
見
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（二

O
）
北
・
南
院
大
王
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
武
田
和
哉
「
遼
朝
の
北
院
大
王
・
南
院
大
王
に
つ
い
て
」
『
立
命
館
史
学
』
一

O

一
九
八
九
、
何
天

明
『
遼
代
政
権
機
構
史
稿
』
内
蒙
古
大
学
出
版
社
二

O
O
固
な
ど
が
あ
る
。

（
二
二
迭
刺
部
以
外
の
部
の
有
力
者
の
血
統
に
関
し
て
は
、
近
年
椿
特
部
の
斎
孝
恭
・
粛
孝
資
の
墓
誌
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
内
容
か
ら
彼
ら
が

『
遼
史
』
巻
九
六
に
伝
が
あ
る
着
惟
信
の
子
・
甥
に
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
の
血
統
が
代
々
南
府
宰
相
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
や
、
宗
室
と
婚

姻
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
武
田
和
哉
「
着
孝
恭
墓
誌
か
ら
み
た
契
丹
国
（
遼
朝
）
の
姓
と
婚
姻
」
『
内

陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
二

O
二
O
O
五
を
参
照
。

（
一
七
）

（
一
八
）

〆戸『、

一
、、，〆

契
丹
・
遼
時
代
の
州
県
城
に
関
す
る
制
度
と
そ
の
実
態
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
高
橋
学
而
「
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
遼
代
州
県
城
｜
そ

補
注
（
武
田
・
毛
利
・
森
部
・
藤
原
・
山
根
・
武
内

口
同
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東
洋
史
論
集
四

O

の
平
面
構
造
・
規
模
を
中
心
と
し
て
」
『
東
ア
ジ
ア
の
考
古
と
歴
史
l
岡
崎
敬
先
生
退
官
記
念
論
集
』
上
同
朋
舎
出
版
一
九
八
七
が
あ
る
。

（
二
三
）
本
論
考
中
の
「
伝
統
的
な
遊
牧
民
族
の
族
長
」
と
の
表
現
に
関
し
て
「
「
部
内
の
有
力
者
」
と
書
き
か
え
る
べ
き
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

（
二
四
）
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
羅
夷
離
董
」
の
「
羅
」
の
宇
は
、
史
料
の
錯
誤
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
解
釈
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
中
華
書
局
本
『
遼
史
』
一
二
四
三
頁
校
勘
記
を
参
照
。

（
二
五
）
本
論
考
が
扱
っ
た
「
北
面
の
支
配
機
構
」
の
分
析
視
座
は
、
北
方
遊
牧
民
の
特
質
を
持
つ
契
丹
入
社
会
の
部
族
制
度
に
よ
る
紐
帯
関
係
の
在
り
方

に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
広
く
当
時
の
契
丹
・
遼
の
国
内
を
術
轍
す
る
と
、
こ
の
ほ
か
に
は
契
丹
人
の
人
口
を
凌
駕
す
る
定
住
民
と
し
て

漢
人
と
湖
海
人
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
本
論
考
で
も
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
契
丹
・
遼
の
建
国
初
期
の
段
階
で
、
湖
海
人
が
果
た

し
た
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
本
論
考
の
提
出
後
に
公
刊
さ
れ
た
森
安
孝
夫
「
湖
海
か
ら
契
丹
へ
」
『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
七

学
生
社
一
九
八
二
に
お
い
て
そ
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

建
国
当
初
よ
り
ま
さ
し
く
「
多
民
族
国
家
」
で
あ
っ
た
契
丹
・
遼
の
社
会
に
お
い
て
、
民
族
を
超
越
し
た
社
会
的
紐
帯
と
し
て
機
能
し
た
宗
教
、
と

り
わ
け
仏
教
の
存
在
が
近
年
の
研
究
で
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
契
丹
・
遼
の
仏
教
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
野
上
俊
静
『
遼
金
の
仏
教
』
平
楽

寺
書
店
一
九
五
三
が
あ
り
、
近
年
で
は
、
竺
沙
雅
章
『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』
汲
古
書
院
二

0
0
0、
藤
原
崇
人
「
遼
代
興
宗
朝
に
お
け
る
慶

州
僧
録
司
設
置
の
背
景
」
『
仏
教
史
学
研
究
』
四
六
ー
二
二

O
O三
、
同
「
契
丹
（
遼
）
の
立
体
蔓
陀
羅
中
京
大
塔
初
層
壁
面
の
語
る
も
の
」
『
仏
教

史
学
研
究
』
五
二
一
二

O
O九
、
同
「
契
丹
（
遼
）
後
期
政
権
下
の
学
僧
と
仏
教
鮮
演
の
事
例
を
通
し
て
」
『
史
林
』
九
三
丁
六
二

O
一
O
、
古

松
崇
志
「
考
古
・
石
刻
資
料
よ
り
み
た
契
丹
（
遼
）
の
仏
教
」
『
日
本
史
研
究
』
五
二
二
二

O
O六
、
同
「
法
均
と
燕
京
馬
鞍
山
の
菩
薩
戒
壇
l
契
丹

（
遼
）
に
お
け
る
大
乗
菩
薩
戒
の
流
行
」
『
東
洋
史
研
究
』
六
五
l

三

二

O
O六
が
あ
り
、
現
在
の
契
丹
・
遼
史
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。こ

こ
で
は
「
耶
律
隆
運
の
子
孫
」
と
し
て
い
る
が
、
建
国
事
業
に
直
接
従
事
し
た
の
は
彼
の
祖
父
の
韓
知
古
で
あ
る
。
よ
っ
て
実
際
に
は
そ
の
祖

父
に
あ
た
る
韓
知
古
よ
り
系
出
す
る
血
統
す
べ
て
が
こ
う
し
た
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
、
近
年
出
土
し
た
墓
誌
な
ど
の
石
刻
資
料
な
ど
か
ら
も
知

ら
れ
て
い
る
。
韓
知
古
と
そ
の
血
統
に
つ
い
て
は
、
松
田
光
次
「
遼
代
漢
人
官
僚
小
考
｜
韓
知
古
一
族
の
系
譜
と
そ
の
事
跡
l
」
『
小
野
勝
年
博
士
煩

一」一一・
/'' 
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寿
記
念
東
方
学
論
集
』
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
一
九
八
二
を
参
照
。

（
二
七
）
前
掲
【
全
体
事
項
目
】
で
説
明
の
通
り
、
本
論
考
の
公
刊
に
際
し
、
『
遼
史
』
の
引
用
は
中
華
書
局
標
点
本
に
よ
り
校
訂
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
箇

所
は
文
意
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

本
論
考
原
文
で
は
、
恐
ら
く
執
筆
時
に
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
百
柄
本
に
よ
り
「
夷
寓
董
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
こ
れ
が
「
夷
寓
畢
」
の
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
、
島
田
の
解
釈
を
批
判
し
つ
つ
論
を
進
め
て
い
る
。
百
楠
本
に
限
ら
ず
、
『
遼
史
』
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
当
該
箇
所
を
「
夷
離
（
寓
）

董
」
と
す
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
中
華
書
局
本
が
特
に
注
記
も
な
く
「
夷
離
畢
」
と
す
る
の
は
、
羅
継
祖
『
遼
史
校
勘
記
』
に
基
づ
い
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
筆
者
は
結
果
的
に
羅
と
同
じ
結
論
に
至
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
な
ら
、
『
遼
史
校
勘
記
』
に
言
及
し
て

い
な
い
点
は
、
不
備
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
遼
史
校
勘
記
』
も
当
該
箇
所
を
「
夷
離
畢
」
と
す
る
根
拠
を
特
に
示
し
て
は
い
な
い
か
ら
、
本

論
考
が
原
註
（
町
）
で
こ
の
問
題
を
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
に
は
、
二
疋
の
評
価
が
与
え
ら
れ
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
本
論
考
の
提
出
後
に
出
版
さ
れ
た
島
田
正
郎
『
遼
史
』
明
徳
出
版
社
一
九
七
五
の
一
五
二
頁
に
は
、
こ
の
箇
所
に
関
す
る
見
解
が
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
結
論
的
に
は
『
遼
史
校
勘
記
』
の
立
場
に
は
従
わ
な
い
と
す
る
。
こ
の
立
場
は
梅
原
郁
ほ
か
「
蕎
五
代
史
・
遼
史
・
金
史
刑
法
志
訳
注

稿
」
『
東
方
学
報
』
六
六
（
の
ち
梅
原
郁
編
一
訳
注
中
国
近
世
刑
法
志
』
上
創
文
社
二

O
O
二
に
所
収
）
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て

最
終
的
に
当
該
箇
所
が
「
夷
離
草
」
・
「
夷
離
畢
」
の
い
ず
れ
が
妥
当
か
と
い
う
問
題
は
、
『
遼
史
』
全
体
の
記
述
の
整
合
性
と
も
併
せ
て
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

1
l
l
A
 

n同
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（
二
八
）

本
文
中
の
原
註
（
日
）
表
示
箇
所
近
く
の
欄
外
に
「
こ
の
問
題
は
注
で
説
明
す
る
の
み
で
は
不
十
分
。
特
論
的
に
本
文
に
お
い
て
論
ず
れ
ば
こ
の

あ
と
の
島
田
氏
の
立
論
の
不
可
能
を
立
証
で
き
る
。
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

補
注
（
武
田
・
毛
利
・
森
部
・
藤
原
・
山
根
・
武
内
）




